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攻教育における卒論支援に関して上述した研究課題 3 つを提示している。 
2.2 卒論作成の支援活動とその設計 















ア 2 名、教師 4 名（全員中国語母語話者）、支援活動は 2 つのグループに分けて行われた
こと、またその具体的な実践について記述されている。ここで注目すべきは卒論作成の支
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2.3 卒論作成のプロセスと学習者の学び 










































































































 1 Organisation for Economic Co-operation and Development ／経済協力開発機構 
 2 Assessment and Teaching of 21st Century Skills、国際団体 ATC21s によって定められた、デジ
タル時代となる 21 世紀以降必要とされるリテラシー的スキルのこと 
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